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論文の内容の要旨
　ボトムクォーク（b）を含む中聞子（ソメン）B0＝（b，dまたはs）とその反粒子Bo＝（b，dまたはs）とは，
Wボソンの関与する高次の過程により状態の間の混合（ミキシング）が起きる。
　この研究では，重心系エネルギー1，8TeVの陽子。反陽子衝突におけるダイレプトン事象を用いてBOBoミキ
シングの時間的展開が測定された。実験データは1992－1995年にCDF（Co1胴er　Detec芝0Hばe夏蛆ぬb）検出器に
よって観測されたダイレプトン事象（eμとμμ）である。解析に用いられたデータ量は積算ルミノシティー約
m　pゼ王に当たる。純度の高いB0メソン（以下，荷電共役への言及を省略）のサンプルを得るためヨダイレプト
ン事象におけるBoメソンのセミレプトニック崩壊Bo→1■ソD＊斗X（1はeあるいはμである）を運動学的再構成
により検出した。
　Boの崩壊によるD＊キメソンはD＊十→Doπ十と崩壊し，さらにDoはDo→K’π十，Do→K凹π斗π÷π1およびDo
→K■π斗πoと崩壊するとして事象の再構成を行った。こうして得られたサンプルは888事象から成る。
　B0メソンの崩壊点はD＊キメソンを再構成するために用いられた粒子の飛跡とレプトンの飛跡から得られ，Bo
メソン崩壊長の決定に使われた。Boメソンの崩壊時のフレーバーは終状態の粒子が持つ電荷の組み合わせによっ
て同定され（Boメソンに対しては1■D＊十，B0メソンに対しては1斗D＊■）Boメソン生成時のフレーバーはダイレ
プトン事象における二番目のレプトン（b→B→1＋など）の電荷によって推定された。2つのレプトンの電荷が
同（異）符号である場合ミキシングが起こっている（いない）ことになる。
　bクォークを含む中間子（Bメソンと総称）には，B0のほかにB■（（b，u）など）があり，B一もD＊＊や非共鳴
状態のD（＊）πなどを経由して，rD＊十を含む状態に崩壊する。サンプル申のB一メソン混合率はモンテカルロ・
シミュレーションから評価され，μ■D＊辛に対し19塙％，e－D＊十に対しユ4士ε％であった。B；メソンも同様に1■D
＊十の組み合わせを生成するがその寄与は5％と少ないので，B；メソンの寄与による影響は系統誤差に含めて評
価した。
　2つのレプトンの電荷が異符号である事象と同符号である事象の崩壊長を同時に最尤法でフィットすることに
よってBoBoミキシングの振動数△mdを求めた。測定された振動数は△㎜d＝O．5ユ2士8二燃（統計誤差）士8二膿（系
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統誤差）ps■ユであった。これは世界の平均値O．474ps■玉と一致している。
審査の結果の要旨
　ボトムクォークを含む申間子とその反粒子との状態混合の測定は，粒子・反粒子の非対称性（CP非保存）の
理解に重要な情報を与えるものとして，近年，素粒子物理学における中心的なテーマの一つとなっている。本論
文における状態混合の時間的振動の測定法は現象が複雑なハドロン・コライダーにおいては世界初の試みであ
り，結果が他の方法によるものと矛盾しないことは，方法の有効性を実証したものと言える。解析法の発案とデー
タ解析は，著者自身によるもので，解析は注意深く厳密に行われている。この方法は，純度の高いサンプルを選
別でき，系統誤差が小さい点で特にすぐれており，将来データ量が増加した場合，Boメソン状態混合の解明に
有力な手段を与えるものと予想される。以上により，本論文は現在および将来の素粒子物理学に重要な貢献をす
るものと評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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